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し
か
し
純
度
九
〇
％
で
は
敵
機
と
太
刀
打
ち
で
き
ぬ
、
飛

び
立
つ
と
同
時
に
撃
墜
さ
れ
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
航
空
隊
も
万
事
休
す
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
五
月
八
日
、
ド
イ
ツ
無
条
件
降
伏
の
報
が

入
電
し
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
日
本
も
連
合
軍
に
降
伏
し

て
い
た
ら
、
何
十
、
何
百
万
の
人
達
が
生
命
を
全
う
で
き

た
と
思
う
と
、
残
念
で
し
た
。

終
戦
と
な
っ
て
戦
後
処
理
の
た
め
に
、
岐
阜
県
加
納
町

の
司
令
部
の
例
の
二
重
金
庫
の
中
に
あ
っ
た
極
秘
文
書
を

焼
却
す
る
た
め
に
、
払
暁
か
ら
日
没
後
ま
で
、
八
月
の
炎

天
下
で
瀧
の
ご
と
き
汗
を
流
し
な
が
ら
作
業
し
ま
し
た
。

結
局
自
宅
に
帰
っ
た
の
は
九
月
の
末
で
し
た
。
友
達
が
お

前
は
「
糞
真
面
目
だ
」
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

部
落
で
七
人
戦
死
者
が
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
同
窓
生

が
十
七
人
戦
死
し
て
い
ま
す
。
自
分
は
戦
地
へ
出
陣
せ
ず

に
内
地
の
み
で
し
た
が
精
神
的
苦
労
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
し

た
。
実
際
に
砲
煙
弾
雨
の
中
を
走
っ
た
経
験
は
無
か
っ
た

の
で
す
が
、
精
神
的
苦
労
は
充
分
し
ま
し
た
。
二
カ
年
九

カ
月
の
軍
隊
生
活
が
戦
後
の
活
力
と
な
っ
て
、
た
と
え
僅

か
で
も
世
の

、
人
の
為
に
働
く
事
を
誓
い
今
日
ま
で
生

き
て
来
ま
し
た
。
余
生
も
少
し
だ
と
思
い
ま
す
が
、
何
と

ぞ
平
和
な
日
本
、
そ
し
て
戦
争
の
無
い
世
界
を
祈
念
致
し

ま
す
。
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

一
年
生
の
ひ
よ
こ
鷲

長
野
県

服

部

幸

雄

私
は
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
三
月
一
日
、
長
野
県

伊
那
市
大
字
伊
那
（
本
籍
と
現
住
所
と
同
じ
）
に
生
ま
れ

ま
し
た
。

私
が
軍
隊
へ
入
っ
た
の
は
、
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）

年
八
月
十
五
日
で
、
在
隊
期
間
ち
ょ
う
ど
一
カ
年
。
飛
行

機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
未
だ
荒
鷲
、
若
鷲
ど
こ
ろ
か
、

羽
も
生
え
揃
わ
ぬ
「
ひ
よ
こ
鷲
」
で
終
戦
と
な
っ
た
、
実

戦
の
体
験
も
皆
無
で
し
た
。
も
っ
と
も
地
上
に
い
て
敵
機

の
攻
撃
か
ら
逃
げ
廻
っ
て
待
避
し
た
の
は
始
終
の
こ
と
で
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し
た
が
、
そ
ん
な
半
人
前
に
も
至
ら
ぬ
「
ひ
よ
こ
」
で
終

戦
と
な
り
復
員
し
ま
し
た
。
労
苦
調
査
の
語
り
部
と
し

て
、
聞
き
取
り
を
受
け
る
と
は
、
恥
ず
か
し
い
思
い
で

す
。以

下
私
の
経
歴
を
簡
単
に
述
べ
ま
す
。

一

昭
和
十
九
年
八
月
十
五
日

特
別
幹
部
候
補
生
と
し

て
中
部
第
九
十
七
部
隊
へ
入
営
。
静
岡
県
引
佐
郡

三
方
ケ
原
第
七
航
空
教
育
隊
。

一

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

各
務
原
航
空
廠
転

属
（
名
古
屋
空
襲
が
あ
っ
た
）

一

昭
和
二
十
年
三
月
一
日

上
等
兵
に
進
級

一

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日

第
一
八
四
独
立
整
備

隊
編
入
。
燕
一
九
〇
六
九
部
隊
越
谷
駐
屯

一

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日

第
一
航
空
軍
第
十
飛
行

師
団
東
京
防
衛
戦
隊
へ
部
隊
が
移
動
、
保
土
ケ
谷

ト
ン
ネ
ル
で
空
襲
待
避
。
こ
の
間
約
一
カ
月
半
、

肺
炎
の
た
め
、
横
浜
市
内
の
横
須
賀
陸
軍
病
院
分

院
へ
入
院

一

昭
和
二
十
年
五
月
三
十
日

埼
玉
県
越
ケ
谷
飛
行
場

第
七
十
戦
隊
と
合
流
予
定

一

昭
和
二
十
年
六
月

千
葉
県
柏
飛
行
場
に
移
動
。
第

二
十
四
夜
間
戦
闘
隊
付
き

一

昭
和
二
十
年
八
月
一
日

兵
長
に
進
級
。
グ
ラ
マ
ン

機
銃
掃
射
、
東
京
空
襲

一

昭
和
二
十
年
八
月
六
日

広
島
へ
原
子
爆
弾
投
下

一

昭
和
二
十
年
八
月
九
日

長
崎
へ
原
子
爆
弾
投
下

一

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

終
戦

一

昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日

復
員
帰
郷

以
上
が
私
の
軍
歴
の
大
略
で
す
。

次
に
私
が
入
営
し
た
昭
和
十
九
年
八
月
十
五
日
頃
の
、

私
の
家
庭
の
状
況
を
申
し
ま
す
。

父

死
亡

私
が
十
一
歳
の
時
に
死
去

母

健
在

酒
の
小
売
店
、
品
物
な
く
て
営
業

不
能

家
庭
貧
困

長
男

死
亡

幼
児
期
に
死
去

次
男

死
亡

幼
児
期
に
死
去
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三
男

死
亡

幼
児
期
に
死
去

四
男
（
私
）

横
浜
の
日
立
戸
塚
工
場
勤
務
、

モ
ー
タ
ー
類
の
製
造
に
従
事

五
男

健
在

小
学
生

六
男

健
在

小
学
生

長
女

健
在

小
学
生

次
女

健
在

小
学
生

と
い
う
六
人
家
族
で
、
そ
の
内
働
い
て
収
入
の
有
る
の
は

私
一
人
。
そ
の
私
が
軍
隊
に
入
っ
て
、
日
立
工
場
の
収
入

が
無
く
な
る
事
は
、
家
庭
の
死
活
に
影
響
す
る
事
態
で
し

た
。
母
が
ど
ん
な
に
処
置
し
た
の
か
不
明
で
す
。
と
に
か

く
後
髪
を
引
か
れ
放
し
の
辛
い
気
持
ち
で
家
族
を
す
て
て

出
た
こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
私
の
学
歴
は
高
等
小
学
校
卒
業
で
す
。
日
立
の

戸
塚
工
場
へ
就
職
勤
務
し
、
昼
は
仕
事
、
夜
は
勉
強
で
、

当
時
の
「
専
門
学
校
入
学
者
資
格
検
定
試
験
」
に
パ
ス
し

て
お
り
ま
し
た
。
特
別
幹
部
候
補
生
採
用
の
資
格
は
、
当

時
の
中
等
学
校
卒
業
程
度
で
し
た
。
私
は
前
述
の
検
定
試

験
を
パ
ス
し
た
の
で
、
資
格
は
Ｏ
Ｋ
で
し
た
。

入
学
時
の
私
の
年
令
は
満
十
九
歳
。
一
般
の
入
学
者
よ

り
は
一
〜
三
歳
年
長
で
し
た
。
昭
和
十
九
年
八
月
十
五
日

の
入
学
者
人
数
は
、
一
個
中
隊
当
た
り
五
〇
〇
人
。
八
個

中
隊
あ
り
ま
し
た
。
全
体
で
約
四
千
人
で
す
。
私
は
入
営

前
、
日
立
の
戸
塚
工
場
で
既
に
勤
務
労
働
の
実
績
が
あ

り
、
機
械
、
器
具
、
工
具
、
備
品
等
に
つ
い
て
も
、
名
称

と
か
使
用
法
に
つ
い
て
予
備
知
識
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

名
前
を
軍
隊
用
語
に
直
す
こ
と
に
つ
い
て
も
、
衆
に
抜
き

ん
出
て
正
確
に
早
く
楽
に
で
き
ま
し
た
。
身
分
は
新
兵
で

あ
り
な
が
ら
、
責
任
は
分
隊
長
の
よ
う
に
な
り
、
部
下
十

五
人
を
預
か
り
ま
し
た
。

二
〇
ミ
リ
の
重
爆
の
尾
部
の
機
関
砲
の
取
り
扱
い
発
射

等
の
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
一
度
弾
丸
が
詰
ま
っ
て
抜
け

な
く
な
り
、
大
変
難
儀
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
に
か

く
、
一
般
に
言
っ
て
、
幹
部
候
補
生
と
な
れ
ば
一
般
の
兵

隊
の
三
〜
四
倍
し
ご
か
れ
、
た
た
き
込
ま
れ
、
促
成
栽
培

の
苦
し
さ
が
つ
き
も
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
上
に
特
別
が
冠
せ
ら
れ
る
と
、
も
う
必
死
、
決
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死
の
残
酷
さ
も
加
わ
り
、
そ
の
労
苦
は
筆
舌
に
つ
く
せ
ぬ

こ
と
。
苦
闘
、
死
闘
に
よ
り
教
育
訓
練
を
や
り
と
げ
た
者

に
特
別
幹
部
候
補
生
の
栄
冠
が
輝
く
。
世
の
中
は
そ
う
そ

う
甘
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
進
級
も
早
か
っ

た
。八

月
十
五
日
入
営
。
翌
年
の
三
月
一
日
上
等
兵
。
八
月

一
日
兵
長
進
級
。
終
戦
が
も
う
半
年
遅
け
れ
ば
伍
長
に
任

官
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
飛
行
機
の
整
備
と
、
重
爆
機

の
乗
組
員
（
機
関
砲
の
射
手
）
を
兼
ね
た
航
空
兵
の
た
め

か
、
他
の
兵
科
よ
り
も
食
事
の
質
が
良
く
、
胃
の
虫
が
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

身
分
の
上
下
に
つ
い
て
は
、
八
月
十
五
日
入
営
の
同
年

兵
の
戦
友
と
同
列
で
あ
り
、
対
抗
ビ
ン
タ
も
公
平
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
教
育
に
移
る
と
、
私
は
一
段
上
の

分
隊
長
に
代
わ
り
、
楽
を
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。

部
隊
で
の
教
育
は
大
体
に
お
い
て
「
少
年
兵
」
扱
い
で

し
た
。
年
令
的
に
そ
う
な
り
ま
す
。
学
科
の
授
業
が
多
く

て
、
教
練
の
術
科
は
「
皆
中
学
校
で
修
得
済
で
あ
り
、
航

空
兵
の
た
め
地
上
の
兵
科
と
違
い
余
り
必
要
で
な
い
」
と

の
理
由
か
、
教
練
は
週
一
回
位
で
し
た
。

大
体
私
の
主
た
る
任
務
は
東
京
防
衛
戦
隊
付
き
で
、
埼

玉
県
越
ケ
谷
、
千
葉
県
の
柏
等
の
飛
行
場
で
夜
間
戦
闘
隊

の
出
撃
準
備
で
す
が
、
何
し
ろ
経
験
が
浅
い
の
で
重
要
で

な
い
初
歩
的
な
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
番
い
や
な
こ
と
、
苦
し
ん
だ
こ
と
は
三

方
ケ
原
よ
り
各
務
原
へ
移
る
と
き
、
直
前
の
四
カ
月
の
教

育
で
は
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
全
員
に
転

属
希
望
書
を
提
出
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
南
方
へ
移
り
た

い
、
支
那
へ
、
満
州
へ
と
各
自
好
き
に
書
い
た
の
で
す
。

私
は
内
地
転
属
を
希
望
し
、
二
次
教
育
を
受
け
た
い
と
書

き
ま
し
た
。

整
備
の
本
職
と
な
る
と
機
体
や
プ
ロ
ペ
ラ
の
整
備
を
す

る
。
エ
ン
ジ
ン
の
分
解
組
立
て
に
は
二
年
、
三
年
か
か

る
。
一
ぺ
ん
に
は
覚
え
ら
れ
な
い
。
と
に
か
く
奥
行
き
の

深
い
仕
事
で
す
。
ま
た
重
爆
機
な
ど
の
空
中
勤
務
は
建
前

と
し
て
下
士
官
に
な
ら
ぬ
と
ダ
メ
。
私
は
た
ま
に
訓
練
で
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乗
せ
て
貰
っ
た
位
で
し
た
。

当
時
の
軍
隊
で
は
兵
力
、
部
隊
の
増
設
、
新
編
成
、
損

害
の
補
充
等
々
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
下
士

官
、
指
揮
官
の
促
成
、
速
成
教
育
が
大
変
重
要
で
し
た
。

整
備
で
は
飛
行
機
の
脚
あ
げ
、
機
関
砲
の
発
射
が
で
き
れ

ば
よ
い
。
伍
長
に
な
れ
る

と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
状
況
で
私
と
し
て
は
、
熟
練
で
は
な
く
て
、
初
歩

的
段
階
の
ま
ま
、
毎
日
を
訓
練
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し

た
。今

に
し
て
振
り
返
っ
て
考
え
て
見
ま
す
と
、
特
別
幹
部

候
補
生
な
ど
と
い
う
に
は
縁
遠
く
、
昭
和
十
九
年
八
月
十

五
日
に
入
営
し
て
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
終
戦
。

ち
ょ
う
ど
一
カ
年
の
軍
隊
生
活
。
初
年
兵
の
段
階
で
し

た
。飛

行
機
も
油
も
資
材
も
食
事
も
す
べ
て
不
足
の
ま
ま

で
、
規
律
や
叱

激
励
、
軍
人
精
神
の
昻
揚
等
が
優
先
す

る
軍
隊
生
活
。
そ
の
上
最
悪
の
条
件
と
し
て
制
空
権
を
敵

に
と
ら
れ
放
し
で
し
た
。
話
に
聞
く
と
戦
地
の
最
前
線
で

も
、
制
空
、
制
海
の
至
高
至
強
の
生
命
線
を
敵
に
と
ら
れ

て
、
勝
負
に
な
ら
ぬ
、
苦
戦
を
し
い
ら
れ
て
い
た
と
聞
い

て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
よ
く
頑
張
っ
た
、
よ
く
戦
っ
た
と
頭

が
下
が
り
ま
す
。
こ
の
敢
闘
精
神
、
不
屈
の
負
け
じ
魂

が
、
戦
後
の
復
興
再
建
、
発
展
へ
の
原
動
推
進
力
と
な
っ

た
と
信
じ
ま
す
。「
玉
磨
か
ざ
れ
ば
光
り
な
し
」
で
す
。

最
後
に
私
の
戦
後
編
を

結
婚
は
昭
和
二
十
八
年
三
月
八
日
で
す
。
夫
婦
共
に
健

在
で
約
半
年
前
に
金
婚
式
を
や
り
ま
し
た
。
子
供
は
男
女

女
と
一
男
二
女
、
皆
元
気
。
息
子
は
家
業
の
跡
継
ぎ
を
や

り
、
お
陰
で
繁
昌
し
て
い
ま
す
。
娘
は
二
人
共
結
婚
し
て

他
家
へ
縁
づ
き
ま
し
た
。
孫
は
六
人
。
内
三
人
外
三
人
。

皆
元
気
で
す
く
す
く
育
っ
て
私
も
家
内
も
ま
あ
ま
あ
安
心

で
す
。
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